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ナイターソフトバレーボール
リーグが開幕!!

▲５月10日(月)、今年もナイターソフトバレーボールリーグが開幕しました。

毎週月曜日の夜７時から、日程を前期と後期に分けて10月末まで、全17チーム

約85名の参加者が、お互いの交流を兼ねた熱い戦いを繰り広げます。

◇椿とサボテンまつり・２～３ページ

◇今月のスポットライト・・６ページ

◇特集「水」について・・・７ページ

◇バランスシート公開・10～11ページ

◇お知らせコーナー・・12～13ページ

◇戸籍の窓口・・・・・・・15ページ

◇クロスカントリー大会・・16ページ



２Ｈ16・６月号「第540号」 椿とサボテンまつり・

５
月
３
日(

月)

～

５
日(

水)
、

今

年
で
36
回
目
と
な

っ
た「

椿
と
サ
ボ

テ
ン
ま
つ
り」

が

夜
越
山
・
椿
山
の

両
会
場
で
行
わ
れ

ま
し
た。

決
し
て、

天
気

に
恵
ま
れ
た
と
は

言
え
な
か
っ
た
ゴ

ー

ル
デ
ン
ウ
ィー

ク
で
し
た
が、

春

の
町
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
に
は、

町
内

外
の
約
５
万
３
０

０
０
人
が
会
場
を

訪
れ
ま
し
た。

今
年
の
夜
越
山

入
口
の
交
差
点
で

は、

き
れ
い
な
チ

サボテンまつり



３・椿とサボテンまつり Ｈ16・６月号「第540号」
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ュー

リ
ッ
プ
の
花

が
お
客
さ
ん
を
出

迎
え、

自
然
の
宝

庫「

夜
越
山」

に

ふ
さ
わ
し
い
彩
り

を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た。ま

た
椿
山
会
場

で
は、

相
変
わ
ら

ず「

ほ
た
て
拾
い

大
会」

が
大
人
気

で、

訪
れ
た
人
た

ち
が
海
岸
を
埋
め

尽
く
し
ま
し
た。

帰
り
際
の
お
客

さ
ん
の
表
情
に

は、

柔
ら
か
な
笑

顔
が
見
ら
れ、

大

型
連
休
を
家
族
や

友
人
と
満
喫
で
き

た
よ
う
で
し
た。

第
14
回
目
と
な
る『

ブ
ルー

ロ

ー

ド
・
ウ
ォー

ク
夏
泊
２
０
０
４』

が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す。

主
に
夏
泊
半
島
を
１
周
歩
く
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は、

青
い
海
を
横
目

に
歩
く
こ
と
で、

ス
ト
レ
ス
の
解

消
や
健
康
づ
く
り
に
繋
が
り、

自

分
に
あ
っ
た
ペー

ス
で
郷
土
平
内

町
の
自
然
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す。

普
段
は
車
で
通
る
こ
の「

ほ
た

て
ラ
イ
ン」

を、

視
点
を
変
え
て

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
日
　
時

７
月
11
日(

日)

午
前
７
時
30
分
受
付
開
始

〃

８
時
00
分
開
会
式

〃

８
時
20
分
出
発(

雨
天
決
行)

◆
行
　
程

夜
越
山
森
林
公
園

(

集
合
・
受
付
・
ス
ター

ト
場
所)

→

※

→

浦
田→

大
島→

椿
山

→

※

→

東
滝→

夜
越
山
森
林

公
園(

ゴー

ル
地
点)

注）

※
印
は
バ
ス
で
の
移
動
区
間

◆
参
加
定
員

先
着
順
１
３
０
人

小
学
生
は
保
護
者
同
伴、

中
学
生

は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す。

◆
参
加
料

中
学
生
以
上
　
２
０
０
０
円

小
学
生
　
　
　
　
５
０
０
円

注）

よ
ご
し
や
ま
温
泉
入
浴
券
と

昼
食
が
付
き
ま
す

◆
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
の
有
無
｜
を

明
記
く
だ
さ
い。

６
月
30
日(

水)

が
締
切
で
す(

当
日
消
印
有
効)

。

参
加
の
可
否
は、

返
信
ハ
ガ
キ

で
通
知
し
ま
す。

◆
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
０
３
９
｜
３
３
１
３

平
内
町
沼
館
字
沼
館
尻
５
｜
７

平
内
レ
ミ
コ
ン(

株)

内

ブ
ルー

ロー

ド
・
ウ
ォー

ク
夏
泊

実
行
委
員
会5

７
５
５
｜
２
７
５
２

第36回　椿と

青
い
海『

陸
奥
湾』

に、

沿
っ

て
歩
く
心
地
よ
さ…

ブ
ル
ー
ロ
ー
ド
・
ウ
ォ
ー
ク
夏
泊
２
０
０
４

去
年
は
最
高
の
天
気。

美
し
い
大
島
も…

▲



４Ｈ16・６月号「第540号」 生涯学習のめざすもの・

町
民
み
ん
な
で
「
街
並
み
清
掃
」

▲きれいなお花をこれから植えるヨ

▲橋の下には、空き缶がいっぱい

▲雨の中、清掃した夜越山町内会

▲意見交換会の後。額賀氏と記念撮影

人。

子
供
た
ち
と
と
も
に
地
域
の

環
境
に
目
を
向
け
な
が
ら、

き
れ

い
な
街
づ
く
り
の
た
め
に
汗
を
流

し
た
１
日
と
な
り
ま
し
た。

子
供
た
ち
の
植
え
た
花
は、
道

路
わ
き
の
風
に
吹
か
れ、

通
勤
・

通
学
を
す
る
人
の
目
も
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す。

こ
れ
か
ら
も、

毎
月
少
し
ず
つ

続
け
て
い
く
そ
う
で
す。

４
月
18
日(

日)
、

東
和
町
内
会

(

飯
田
喜
代
美
会
長)

で
は、

東
和

子
ど
も
会(

三
津
谷
安
悦
会
長)

と

合
同
で、

町
内
の
清
掃
を
行
い
ま

し
た。当

日
は、

午
前
８
時
か
ら
白
鳥

大
橋
・
新
雷
電
橋
の
下
や
道
路
か

ら
空
き
缶
や
空
き
び
ん
・
ダ
ン
ボ

ー

ル
な
ど
を
拾
い、

ト
ラ
ッ
ク
１

台
分
の
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た。

清
掃
に
集
ま
っ
た
人
は
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
の
三
世
代、

50

今
年、
新
町
内
会
と
な
っ
た
夜

越
山
町
内
会(
八
戸
清
春
会
長)

で

は、

交
流
を
兼
ね
て、

４
月
17
日、

午
前
７
時
30
分
か
ら
11
名
が
参
加

し
て、

よ
ご
し
や
ま
温
泉
か
ら
国

道
４
号
線
ま
で
の
夜
越
山
公
園
の

道
路
清
掃
を
行
い
ま
し
た。

「

い
つ
で
も
美
し
い
夜
越
山」

は、

町
内
会
の
願
い。

５
月
10
日、

青
空
保
育
園

(

佐
々
木
ち
よ
園
長)

で
は、

園
内

花
壇
に
花
の
苗
を
植
え
ま
し
た。

自
分
で
植
え
る
ポ
ッ
ト
苗
を
手

に
し
た
子
供
た
ち
30
名
は、

「

き

れ
い、

い
い
に
お
い」

と
い
い
な

が
ら、

大
事
に
大
事
に
土
を
か
け

て
い
ま
し
た。

き
れ
い
に
な
っ
た
花
壇
を
見
て

「

か
っ
こ
い
い」

と
の
声。

こ
れ

か
ら
は
み
ん
な
で
水
や
り
を
し、

お
世
話
し
て
い
く
そ
う
で
す。

励
ま
さ
れ、

生
徒
た
ち
は
活
動
へ

の
自
信
を
深
め
て
い
ま
し
た。

「

み
ち
く
さ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア」

が
始
ま
り、

今
年
で
９
年
目。

先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ「

心
と

心
を
つ
な
ぐ」

を
大
切
に、

今
後

も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す。

４
月
12
日、

自
民
党
の
額
賀
福

志
郎
政
務
調
査
会
長
ら
国
会
議
員

５
人
が
平
内
高
校(

目
時
捷
三
校

長)

を
訪
れ、

生
徒
17
名
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た。

下
校
途
中
に
独
居
老
人
宅
に
立

ち
寄
り「

み
ち
く
さ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア」

を
行
っ
て
い
る
生
徒
た
ち
は、

お
年
寄
り
と
の
交
流
か
ら
得
た
体

験
や
感
想
を
語
り
ま
し
た。

人
の

役
に
立
ち
た
い
と
い
う
純
粋
な
気

持
ち
に
触
れ
た
額
賀
氏
は、

「

み

な
さ
ん
の
活
動
は、

地
域
社
会
を

培
う
素
晴
ら
し
い
活
動
で
す」

と

三
世
代
で
清
掃
活
動

東
和
町
内
会

美
し
い
夜
越
山
を
大
切
に

夜
越
山
町
内
会

か
っ

こ
い
い
花
壇
だ
よ

青
空
保
育
園

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
心
を

受
け
継
い
で

平
内
高
校

①イタリア幻想曲　　　　　　　　内　田　康　夫

②さくら伝説　　　　　　　　　　なかにし　　礼

③ワイルドソウル　　　　　　　　垣　根　涼　介

④刀　　　　　　　　　　　　　　辻　　　仁　成

⑤少年Ａ矯正2500日全記録　 草　薙　厚　子

⑥就職がこわい　　　　　　　　　香　山　リ　カ

⑦三億を護れ　　　　　　　　　　新　堂　冬　樹

⑧子どもへの恋文　　　　　　　　灰　谷　健次郎

⑨免疫革命　　　　　　　　　　　安　保　　　徹

⑩森林浴の森とうほくガイド　　　日　野　　　東

⑪欅しぐれ　　　　　　　　　　　山　本　一　力

⑫臨場　　　　　　　　　　　　　横　山　秀　夫

毎月第２土曜日はおはなしの日

午前10時より、読み聞かせボランティア｢おはな

しいっぽ｣によるおはなし会を開催しております。



５・生涯学習のめざすもの Ｈ16・６月号「第540号」

ポイ捨ての　 迷子の空き缶　 親は誰？　～マナーを守って住みよい町に～

▲「いや～、楽しい!!」と満面の笑みの参加者

▲花笠の準備をするボランティア

ケ
ア
付
き
青
森
ね
ぶ
た『

じ
ょ

っ
ぱ
り
隊』

は、
今
年
で
９
年
目

を
迎
え
ま
す。

「

私
が
主
役
・
み

ん
な
が
主
役」

を
合
言
葉
に、
車

椅
子
の
方
や
障
害
を
持
つ
方
が、

気
軽
に
青
森
ね
ぶ
た
祭
り
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す。

祭
り
本
番
の
参
加
者
は、

「

ラ

ッ
セ
ラー

、

ラ
ッ
セ
ラ
！」

と
声

を
は
り
あ
げ
た
り、

車
椅
子
の
中

で
リ
ズ
ム
を
と
っ
た
り、

熱
気
あ

ふ
れ
る
踊
り
の
渦
に
溶
け
込
み
ま

す。

祭
り
の
興
奮
を
味
わ
い、

楽

し
む
こ
と
は、

障
害
や
年
齢
に
関

係
な
く「

一
つ
の
こ
と
を
や
り
遂

平内町Ｂ＆Ｇ海洋センターオープン！

いよいよ水泳の季節がやってきました。

今年は、６月25日(金)にＢ＆Ｇ海洋センターをオープンします。

オープン当日は、プールの無料開放をいたしますので、ご利用ください。

☆お問い合わせ先

平内町Ｂ＆Ｇ海洋センター　　　5７５５－３５５８

平内町教育委員会　社会教育課　5７５５－２１１１(内線３４５)

【開館期間】 ６月25日(金)～９月頃まで

【開館時間】 午前10時～午後４時

【利用料金表】

【利用にあたって】

・プール利用時は、必ず水着・水泳帽を着用して

ください。

・事故のない楽しい水泳ができるようプールでは

係の指示に従いましょう。

【休館日予定日】水温の低い場合は臨時休館することもあります。

げ
ら
れ
る」

と
い
う
大
き
な
自
信

と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す。

ま

た、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
苦
労
も

あ
り
ま
す
が、

そ
こ
か
ら
得
る
喜

び
は
大
き
く、

参
加
者
の
懸
命
な

姿
に
感
動
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
の

気
持
ち
の
変
化
は、

社
会
の
変
化

へ
と
つ
な
が
る
は
ず
で
す。

誰
も

が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
を
め
ざ
す『
じ
ょ
っ
ぱ
り
隊』

。

今
年
の
出
陣
は、
ま
も
な
く
で
す。

皆
さ
ま
の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す。

【

お
問
い
合
わ
せ】

高
齢
者
総
合
福
祉
施
設
清
風
荘
内

ケ
ア
つ
き
青
森
ね
ぶ
た

「

じ
ょ
っ
ぱ
り
隊」

事
務
局

5
７
５
５
｜
５
５
３
１

今
年
も
元
気
に、

い
ざ
出
陣
!!

ケ
ア
付
き
青
森
ね
ぶ
た
　

じ
ょ
っ

ぱ
り
隊



６Ｈ16・６月号「第540号」 今月のスポットライト・

今月のスポットライト
このコーナーでは、みなさんが全町民にＰＲしたいことや教えてあげたいことなどを紹介するコーナーです。

「みなさんにこんな情報を教えたい！」とか「このような活動をしています。興味があったら参加してみま

せんか？」というようなお知らせを通じて、町民のみなさんが主役となるコーナーです。

ところで、５月16日(日)、今年も平内町の朝野球リーグが開幕となりました。開幕戦は、昨年度の町リーグ

の覇者「平内町球友会」が、過去２度、朝野球の郡大会に出場している「若獅子」を８－０で破りましたが、

第13回目となった今回は、その朝野球チームの「若獅子」を紹介します。

朝
野
球
チー

ム

若

獅

子

(

｜)

ま
ず、

こ
の
チ

ー

ム
の
方
針
を
お
聞
き

し
て
い
い
で
す
か
？

(

兼)

そ
う
で
す
ね

…
、

何
よ
り
野
球
が
好

き
な
ん
で
す。

で
す
か

ら、

勝
っ
て
も
負
け
て

も
次
の
試
合
を
ま
た
頑

張
る
だ
け
で
す。

本
当

は
い
つ
も
勝
て
れ
ば
最

高
で
す
け
ど。

そ
の
た
め
に
は、
と

に
か
く
ケ
ガ
を
し
な
い

こ
と、

ケ
ガ
だ
け
は
十

分
気
を
付
け
る
よ
う
に

話
し
て
い
ま
す。

▲野球好きなメンバーでの全員野球がモットー

当
町
は、

い
ろ
ん
な
ス
ポー

ツ

が
盛
ん
で、

特
に
球
技
で
は、

野

球
と
い
え
ば
平
内
町
で
す。

町
外
の
人
た
ち
と
話
し
て
い
る

と、
「

平
内
町
は
野
球
が
強
い
よ

ね
？」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す。

そ
の
当
町
の
野
球
人
口
や
技
術

な
ど
の
土
台
を
支
え
て
い
る
の
が

朝
野
球
リー

グ
で
す。

過
去
の
歴
史
を
見
て
も、

朝
野

球
県
大
会
町
村
の
部
で
は、

当
町

か
ら
の
代
表
チー

ム
が
優
勝
10
回

準
優
勝
９
回
と、
強
豪
と
し
て
知

(

｜)

今
年
で
結
成
９
年
目
に
な

る
そ
う
で
す
が
？

(

兼)

え
ぇ、

も
う
そ
ん
な
に
な

り
ま
す
が、

こ
れ
ま
で
の
間、

ほ

と
ん
ど
同
じ
メ
ン
バー

で
戦
っ
て

い
る
ん
で
す
よ。

言
い
換
え
る
と、

平
均
年
齢
は
そ
の
ま
ま
ア
ッ
プ
し

て
い
る
ん
で
す
け
ど(

笑)
。

(

｜)

で
も、

そ
の
分
チー

ム
ワ

ー

ク
は
良
い
の
で
は
？

お
知
ら
せ
団
体

大
募
集
！

「

広
報
ひ
ら
な
い」

で
は、

私

達
も
広
報
に
載
り
た
い
と
か、

私

達
の
活
動
を
是
非
み
な
さ
ん
に
紹

介
し
て
ほ
し
い
な
ど
と
い
う
団
体

(

個
人
で
も
構
い
ま
せ
ん)

を
募
集

し
て
い
ま
す。

受
け
付
け
は
随
時
行
っ
て
い
ま

す
の
で、

希
望
を
さ
れ
る
方
は
こ

ち
ら
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い。

◇
連
絡
先
　
役
場
企
画
調
整
課

広
報
ひ
ら
な
い
担
当

5
７
５
５
｜
２
１
１
１(

２
３
２)

(

兼)

ま
あ、

た
ま
に
打
ち
出
す

と
止
ま
ら
な
く
な
る
と
い
う
ウ
チ

の
打
線
の
特
徴
が
あ
り
ま
す。

た
だ、

な
か
な
か
火
が
つ
か
ず

長
い
沈
黙
が
続
く
の
も
ま
た
一
つ

の
特
徴
で
す
け
ど(

笑)
。

(

｜)

現
在
の
問
題
点
と
か
は
あ

り
ま
す
か
？

(

兼)

や
は
り
人
手
不
足
っ
て
こ

と
で
す
か
ね。

仕
事
の
関
係
で
ベ

ス
ト
メ
ン
バー

が
な
か
な
か
揃
わ

な
い
ん
で
す
よ。

だ
か
ら、

試
合

は
ほ
と
ん
ど
が
９
人
ギ
リ
ギ
リ
で

す。

あ
る
意
味
全
員
野
球
と
い
う

か
も
で
す
ね(

笑)
。

(

｜)

じ
ゃ
あ
最
後
に
お
知
ら
せ

と
か
が
あ
れ
ば
ど
う
ぞ。

(

兼)

は
い、

と
り
あ
え
ず
ウ
チ

の
チー

ム
も、

若
く
て
イ
キ
の
良

い、

我
々
を
お
び
や
か
す
選
手
を

募
集
し
て
い
ま
す。

ウ
チ
は、

大
和
山
の
住
民
を
中

心
に
結
成
し
た
チー

ム
で
す
が、

別
に
住
所
は
関
係
な
い
の
で、

一

緒
に
野
球
を
楽
し
み
た
い
方
は、

ぜ
ひ
我
々「

若
獅
子」

と、

朝
野

球
郡
大
会
の
３
度
目
の
出
場
目
指

し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う。

ら
れ
て
お
り、

今
年
も
ま
た
各
チ

ー

ム
が
優
勝
を
目
指
し
て
朝
５
時

か
ら
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す。

今
回
は、

そ
の
チー

ム
の
中
か

ら
初
戦
で
は
残
念
な
が
ら
破
れ
ま

し
た
が、

「

野
球
好
き」

で
は
負

け
ら
れ
な
い
と
い
う
若
獅
子
チー

ム
か
ら
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た。

☆
イ
ン
タ
ビ
ュ
アー

広
報
担
当
者
　
以
下(

｜)

☆
若
獅
子
監
督

兼
松
　
力
さ
ん
　
以
下(

兼)



７・特集「水」について Ｈ16・６月号「第540号」

水 道 は　　豊 か な 社 会 の　　い の ち づ な

水
よ
　
　
あ

り

が

と

う

水
道
週
間
　
　
６
月
１
日(

火)

か
ら
７
日(

月)

ま
で

命
と
暮
ら
し
を

支
え
る
水
道

い
ま、

イ
ラ
ク
で
は
戦
争
に
よ

り
諸
施
設
が
破
壊
さ
れ、
特
に
飲

料
水
供
給
施
設
の
破
壊
は
生
活
に

大
き
な
支
障
を
き
た
し、

そ
の
重

要
性
か
ら
も
自
衛
隊
の
国
際
貢
献

に
よ
る
人
道
復
興
支
援
活
動
が
行

わ
れ
る
ほ
ど
水
は
生
活
に
は
欠
か

せ
ま
せ
ん。

平
和
な
日
本
で
す
が、

毎
日
の

暮
ら
し
の
中
で
断
水
が
発
生
し
た

時
な
ど
は
水
の
大
切
さ
や
あ
り
が

た
さ
が
よ
く
わ
か
り
ま
す。

平
内
町
の
水
道
は、

昭
和
31
年

５
月、

水
源
を
小
湊
川
の
伏
流
水

に
求
め、

初
め
て
平
内
町
の
水
道

事
業
に
着
手、

昭
和
32
年
２
月
に

小
湊
地
区、

沼
館
地
区
に
簡
易
水

道
と
し
て
２
９
０
戸
に
給
水
を
開

始
し
ま
し
た。

そ
の
後、
給
水
人
口
の
増
加
に

よ
り
水
道
事
業
基
本
計
画
を
策
定

し、

昭
和
39
年
３
月
に
簡
易
水
道

か
ら
上
水
道
に
経
営
変
更
認
可
を

受
け、

よ
り
安
全
で
お
い
し
い
水

ン
プ
室
１
箇
所
を
有
し、

平
内
町

水
道
課
で
は、

日
夜、

そ
の
管
理

に
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に、

浄

水
場
や
家
庭
で
の
給
水
栓
で、

水

道
水
が
水
質
基
準
に
適
合
し
て
い

る
か
ど
う
か
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
を

す
る
ほ
か、

水
源
の
監
視
を
行
っ

て
い
ま
す。

ま
た、

水
道
施
設
の
中
に
は
設

置
後
か
な
り
年
月
が
た
っ
た
も
の

が
あ
り、

老
朽
化
し
た
設
備
は
適

時
更
新
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

老
朽
管
は
強
度
が
低
下
し
て
い

る
の
で、

漏
水
し
た
り
地
震
な
ど

で
折
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま

す。

そ
の
た
め、

老
朽
管
の
取
替

え
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す。

水
道
事
業
の
経
営
は、

法
律
に

よ
っ
て
独
立
採
算
制
を
基
本
と
し

て
い
ま
す。

必
要
な
水
を
継
続
し
て
供
給
す

る
た
め
に
は、

施
設
の
建
設
改
良

費
用
と、

通
常
業
務
の
管
理
費
用

が
必
要
に
な
り
ま
す。

冬
期
間
の
積
雪
等
で
で
き
な
か

っ
た
水
道
の
メー

ター

検
針
は
今

年
も
５
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が、

チ
ョ
ッ
ト
の
こ
と
で
検
針
が
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す。

メー

ター

検
針
は
使
用
水
量
を

計
る
ば
か
り
で
な
く、

漏
水
等
を

早
期
に
発
見
で
き
ま
す
の
で、

水

道
メー

ター

ボ
ッ
ク
ス
内
は
常
に

き
れ
い
に
し、

見
や
す
く
正
し
い

検
針
が
で
き
る
よ
う、

次
の
３
つ

の
事
項
に
ご
協
力
く
だ
さ
い。

◆
犬
は
水
道
メー

ター

ボ
ッ
ク
ス
か

ら
離
し
て
つ
な
い

で
く
だ
さ
い

◆
水
道
メー

ター

ボ
ッ
ク
ス
の
上
に

は
物
を
置
か
な
い

で
く
だ
さ
い

◆
家
の
増
改
築
等

で

水
道
メー

タ

ー

ボ
ッ
ク
ス
が
床

下
や
屋
内
に
位
置

し
て
し
ま
う
と
き

は

屋
外
の
見
や

す
い
場
所
に
移
し

て
く
だ
さ
い

水
道
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
に

ち
ょ
っ
と
気
配
り
を

中
で
も、

多
額
の
経
費
を
要
す

る
施
設
の
建
設
資
金
に
つ
い
て、

国
等
か
ら
補
助
金
に
よ
る
財
政
的

援
助
が
行
わ
れ
ま
す
が、

そ
れ
以

外
の
ほ
と
ん
ど
は
長
期
の
借
入
金

(

企
業
債)

で
あ
り、

利
息
と
と
も

に
返
済
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

こ
れ
ら
の
諸
費
用
は、

皆
様
に

お
支
払
い
い
た
だ
く
水
道
料
金
に

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す。

し
た
が
っ

て、

水
道
事
業
者

(

町)

は
常
に
経
費
の
節
減
と、

効

率
的
な
業
務
に
よ
る
健
全
な
運
営

に
努
め
て
お
り
ま
す
の
で、

水
道

料
金
は
遅
延
す
る
こ
と
な
く
納
付

し
ま
し
ょ
う。

の
安
定
供
給
に
努
め
て
き

ま
し
た。

現
在
で
は、

小
湊
川
と

清
水
川
の
伏
流
水
を
主
と

し
て
一
日
平
均
５
０
０
０

立
方
メー

ト
ル、

給
水
人

口
は
約
１
万
４
０
０
０
人

で、

普
及
率
は
93
％
と
な

っ
て
い
ま
す。

ま
た、

上
水
道
・
簡
易

水
道
を
合
わ
せ
て
浄
水
場

７
箇
所、

配
水
池
７
箇
所、

取
水
場
１
箇
所、

増
圧
ポ

ひ
ら
な
い
す
い

平
内
水
の
供
給

水
道
料
金
は

遅
延
な
く

▼この巨大なタンクで水が浄化され、飲料水となります

▲これらのパネルによって、私たちの水道が日夜、監視されています



８Ｈ16・６月号「第540号」 保健福祉だより・

町では「健康ひらない21」を作成し、健康課題を

９項目掲げ目標値を設定し、活動しています。町民

の皆さんにはスローガンをＰＲしてきましたが、そ

の中の１つにこころの健康づくりがあります。

平内町では、ここ数年働き盛りの世代に自殺が多

いという事で、自殺予防事業に取り組む事になりま

した。

40～69歳までの町民の方を対象に『こころの健康

づくりに関する調査』を６月頃実施します。お忙し

いとは思いますが、皆さんのお手元に調査票が届き

ましたら、ご協力をお願い致します。

年をとったら歯が抜けるのは当たり前だと思いが

ちですが、歯が抜ける本当の原因は虫歯と歯周病に

あります。特に歯周病は自分では気が付かないうち

に進行していき、最後には歯が抜け落ちてしまうと

いう恐ろしい病気です。

多くの場合、40歳頃から歯が衰え始め、50歳を過

ぎる頃から歯を失うことが多くなります。しかし、歯

の健康を保つことができれば、一生自分の歯で食事

を楽しむことができます。

６月の健康相談では、歯周病の予防について保健

師がお話しますので、ぜひご利用ください。

次の日程により、身体に障害をお持ちの方を対象

に、無料の巡回診査を実施しますので、診査を希望

される方は各診査の10日前までに、役場の保健福祉

課福祉係までお申し込みください。

１対象者

①身体障害者手帳の交付を受けるため診査を必要

とする方

②市町村または各地方健康福祉こどもセンターか

ら身体障害者手帳の再認定が必要とされた方

③身体障害者手帳の障害程度及び等級に変化があ

り、変更を必要とする方

④義肢・装具等の補装具(電動車いす・人口喉頭は

除く)の交付、再交付または修理を必要とする方

⑤生活・医療・施設入所等の相談を希望する方

◆注意事項
☆脳卒中等発病後３ヶ月未満の方は除きます。

☆身体障害者手帳の診査については、症状等によっ

てその場で判断が困難な場合には、医療機関を利

用してもらうこととします。

☆補装具の車いす(レディメイド)、歩行補助つえ、歩

行器については、介護保険の保険給付と重なるの

で、要介護状態にある65歳以上の方および要介護

状態にある40歳以上65歳未満の方で、特定疾病が

原因による方については、介護保険が優先となり

ます。

☆補装具の車いすについて、基準外交付が必要な場

合等複雑な診断を要するものは除きます。

身 体 障 害 者 無 料 巡 回 診 査 の 実 施
☆聴覚障害について、前年度まで実施していた平衡

機能障害は巡回相談では精密な診断ができないた

め、今年度は行いませんのでご注意ください。

２診査当日持参するもの

①身体障害者手帳(所持者のみ)

②印鑑

３診査会場及び日程

(各診査受付時間　午前８時45分～午前11時)

肢体不自由　７月13日(火) 野辺地町中央公民館

聴覚障害　　７月22日(木) 野辺地町健康増進

センター

４送迎について

各診査とも役場よりバス送迎をしますので、役場

よりご乗車される方は、８時30分までに役場前に集

合してください。

なお、その他のバスの停車場所は以下の通りとな

りますので、事前にお問い合わせください。

(帰りのバスは午後１時頃、会場より出る予定です)

①役場(８時40分出発)→

②沼館(児童館前)→　　③浜子(公民館前)→

④清水川駅通り→　　　⑤口広バス停前→

⑥狩場沢駅通り→　　　⑦狩場沢小学校前→

⑧診査会場

５お問い合わせ先

役場保健福祉課　福祉係

5７５５－２１１１(内線１２５・１２８)

平内町
こころの健康調査について

歯周病を予防しよう
～歯の衛生週間です～



９ Ｈ16・６月号「第540号」・児童手当の現況届について

平 内 町 民 バ ス は 均 一 料 金　　１００円 ま た は ２００円

○
目
的

県
産
材
を
多
用
し
た
住
宅

建
築
の
推
進
と
地
場
地
消
に
よ
る

県
産
材
の
利
用
促
進
を
図
る

○
内
容

県
産
材
を
使
用
し
て
住
宅

を
新
築
し、

一
定
の
要
件
を
満
た

し
た
場
合、

20
万
円
を
上
限
に

助
成
し
ま
す。

○
主
な
助
成
条
件

■
青
森
県
内
に、

木
造
住
宅
を
新
築

さ
れ
る
方

■
県
内
に
事
務
所
を
置
く
大
工
・
工

務
店
等
に
よ
り
建
築
・
施
工
管
理

が
な
さ
れ
る
こ
と

■
住
宅
に
使
用
す
る
木
材
は、

県
産

材
を
概
ね
60
％
以
上
使
用
し、

か

つ
県
産
ス
ギ
乾
燥
材
を
概
ね
25
％

以
上
使
用
す
る
こ
と

■
現
場
見
学
会
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
の
場
と

し
て
提
供
で
き
る
こ
と

■
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
着
工
し

た
も
の
に
限
る

☆
お
問
い
合
わ
せ
先

青
森
ス
ギ
で
家
を
建
て
る

東
青
地
域
会
事
務
局(

県
木
住)

5
７
６
４
｜
３
０
０
０

青
森
県
東
地
方
農
林
水
産
事
務
所

林
業
県
産
材
振
興
課

5
７
３
４
｜
９
９
６
２

県
産
材
住
宅
に

20
万
円
助
成

～

青
森
の
ス
ギ
で

家
づ
く
り
推
進
事
業～

現在、児童手当を受けている方は、「現況届」を

する必要があります。この届は、毎年６月１日にお

ける状況を確認することで、児童手当を６月分以降

も引き続き受ける要件があるかどうか審査するため

のものです。該当される方には、あらかじめ通知さ

れますので、受給者は必ず届出してください。

なお、現況届がない場合や提出書類に不備がある

場合は、６月分以降の手当が受けられなくなります

のでご注意ください。

もう一度ご確認ください
★以前児童手当の支給要件を満たさず認定されなか

った方でもその後所得制限額の改定や、受給者(請

求者)の所得・扶養人数などの変更によって受給

できる場合があります。

★現に児童手当を受給している方で平成16年度小学

校１年生(平成９年４月２日生まれ～平成10年４

月１日生まれ)の児童を養育している方も「現況

届」が必要となります。

★平成16年度小学校２・３年生(平成７年４月２日

生まれ～平成９年４月１日生まれ)の児童を養育

している方については、改正法施行日以降に回覧

等を通じて改めて手続きについてのお知らせをし

ますのでご理解願います。

エキノコックスとは…？

北海道に見られる寄生虫の一種で、自然の中で

エキノコックスは、キタキツネやエゾヤチネズミ

に寄生し、飼い犬がエキノコックスの幼虫が寄生

したエゾヤチネズミを補食するなどにより、飼い

犬に感染することになります。

エキノコックスに感染した飼い犬から、エキノ

コックスの卵が人の口に入ると、腸で卵から幼虫

となり、主に肝臓に寄生し、エキノコックス症と

いう病気を引き起こします。

感染を防ぐには、北海道に犬を連れて旅行に行

く際には、絶対に犬を放さないことが重要です。

そのほかの予防対策として(北海道に旅行した場合)

①野イチゴや山菜は良く洗ってから食べる。

②清流といえども生水は飲まないこと。

飲む場合は、必ず湧かしてから飲むこと。

③手洗いの励行。

④エゾヤチネズミを補食した可能性のある犬

は、検査が必要です。また、犬が感染して

しまった場合でも、駆虫薬で駆虫すること

が可能です(獣医師に相談してください)。

このほかにも、細かい情報などが必要な方は、東

地方健康福祉こどもセンター生活環境課または保

健予防課(5７４１－８１１６)にお尋ねください。

◆日　時 ６月23日(水)～25日(金)

◆場　所 勤労青少年ホーム(学習室)

◆時　間 午前９時～午後５時まで

◆持参するもの

○印鑑

○年金加入証明書

(受給者が国民年金以外の公的年金に加入してい

る場合のみ。用紙は、通知に同封されます)

○前住所地で発行する平成16年度の児童手当用

所得証明

(受給者が平成16年１月１日現在平内町に住所を

有しなかった場合のみ)

○別居監護申立書及び支給対象児童の属する

世帯全員の住民票

(平内町以外に住所を有する児童を養育している

場合のみ)

☆お問い合わせ先

役場　保健福祉課　福祉係

5７５５－２１１１(内線１２８)

北海道に犬を連れて旅行される方への注意事項

児童手当の
現況届について



10Ｈ16・６月号「第540号」 平成12年度分バランスシート・

昨年の「広報ひらない８月号」でも、平成11年度までの

バランスシートを掲載しましたが、今月号では、平成12年

度分の財政状況を公表いたします。

バランスシートとは、決算日における企業の経営状態を、

貸方と借方に分け、対照させた表のことです。

ここ数年、日本国中で財政状況の悪化が進み、各市町村

においても同じことが言える状況です。その中で、自治体

の財政状況を把握するために企業的会計の考え方を取り入

れ、このバランスシートを作成して分析を行い、健全な財

政運営を図っていくことが主流となってきています。

平成13年３月31日現在

を公開します

バランスシート

を分かりやすく

見るための

☆ワンポイント☆

アドバイス

ま
ず
は、

右
の「

有
形
固
定
資

産
明
細
表」

を
見
て
み
ま
す。

こ
の
表
に
よ
り、

町
が
所
有
す

る
土
地
や
建
物
な
ど
の
取
得
し
た

額
か
ら、

減
価
償
却
を
し
た
額
を

差
し
引
い
た
残
存
価
額
が
算
出
さ

れ
ま
す。

こ
の
数
値
が
次
の
ペー

ジ
の
資

産
と
し
て
現
れ
ま
す。

同
じ
よ
う
に、

下
の「

土
地
明

細
表」

に
よ
り、

次
ペー

ジ
の
左

側
に
あ
る
町
の
資
産
の
う
ち、

土

地
分
の
額
が
分
か
り
ま
す。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て、

次
の
ペ

ー
ジ
の「

借
方」

と「

貸
方」

と

を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す。

現在」分のバランスシートを公開します。



11・町人事異動紹介 Ｈ16・６月号「第540号」

こ の 社 会　　あ な た の 税 が　　生 き て い る

※バランスシートの見方

表は左右に二分しており、左の「借方」は資産を意味し、

町が持っている土地や建物の固定資産や貸付金、基金、現

金などが含まれている。

一方、右の「貸方」は負債を意味し、翌年度以降に支払

う義務のある町債、年度末に職員全員が普通退職したと想

定した退職給与引当金等、将来確実に負担しなければなら

ないものが含まれています。

また、バランスシートの対象は一般会計のみで、病院や

水道事業などの特別会計は含まれておりません。

今月号では

バランスシート

※　来月号ではこの次の年の「平成14年３月31日



Ｈ16・６月号「第540号」

国

民

年

金

国
民
年
金
は、

日
本
国
内
に
住

所
の
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

方
が、

被
保
険
者
と
し
て
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
よ
り、

次
の
よ

う
な
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す。

□
老
齢
福
祉
年
金(

皆
さ
ん
の
老

後
を
支
え
る
年
金
で
す)

満
額
　
79
万
４
５
０
０
円

(

月
額
　
６
万
６
２
０
８
円)

□
障
害
基
礎
年
金(

病
気
や
ケ
ガ

で
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
と
き

の
年
金
で
す)

１
級
　
99
万
３
１
０
０
円

(

月
額
　
８
万
２
７
５
８
円)

２
級
　
79
万
４
５
０
０
円

(

月
額
　
６
万
６
２
０
８
円)

□
遺
族
基
礎
年
金(

一
家
の
働
き

手
を
亡
く
し
て
し
ま
っ
た
と
き
の

年
金
で
す)

国
民
年
金
制
度
に
は、

経
済
的

に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
方
の
た
め
に、

保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す。

免
除
制
度
に
は、

生
活
保
護
法

に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る

方
や
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
方

等
が
届
出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
免

除
さ
れ
る
法
定
免
除、

前
年
の
所

得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば、

申

請
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
が
免

除
さ
れ
る
全
額
免
除
と、

保
険
料

の
半
額
が
免
除
さ
れ
る
半
額
免
除

が
あ
り
ま
す。

た
だ
し、

半
額
免
除
の
場
合
は

保
険
料
の
半
額
を
納
め
な
い
と
未

□
全
額
免
除
さ
れ
た
期
間

□
半
額
免
除
さ
れ
た
期
間

(

半
額
免
除
さ
れ
た
期
間
と
は、

保
険
料
の
半
額
が
免
除
さ
れ、

保
険
料
の
半
額
を
納
め
た
期
間)

□
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
を
猶
予
さ
れ
た
期
間

こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
10

年
以
内
で
あ
れ
ば、

そ
の
期
間
の

保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
る「
追
納
制
度」

が

あ
り
ま
す。

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
計
算

す
る
際
に、

全
額
免
除
を
受
け
て

い
た
方
は、

保
険
料
を
納
め
た
場

合
の
３
分
の
１、

半
額
免
除
を
受

け
半
額
の
保
険
料
を
納
め
た
方
は、

全
額
の
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の

３
分
の
２
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す。

な
お、

学
生
納
付
特
例
期
間
に

つ
い
て
は
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん。

そ
の
た
め、

満
額
の
年

金
を
受
け
取
り
た
い
と
い
う
方
は、

こ
の
追
納
制
度
を
活
用
し、

受
け

取
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す。

納
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す。

ま
た、

平
成
15
年
の
低
温
お
よ

び
日
照
不
足
に
係
る
被
害
農
業
者

と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は、

特
例
と
し
て
世
帯
全
員
が
２
年
間

免
除
さ
れ
ま
す。

免
除
さ
れ
た
期
間
は、

将
来、

年
金
額
を
計
算
す
る
際
に、

全
額

免
除
の
場
合
は
保
険
料
を
納
め
た

場
合
の
３
分
の
１、

半
額
免
除
の

場
合
は
３
分
の
２
と
し
て
計
算
さ

れ、

年
金
額
に
も
反
映
さ
れ
ま
す。

妻
と
子
　
102
万
３
１
０
０
円

(

月
額
　
８
万
５
２
５
８
円)

子
本
人
　
79
万
４
５
０
０
円

(

月
額
　
６
万
６
２
０
８
円)

い
ず
れ
の
年
金
も
受
け
取
る
た

め
に
保
険
料
を
納
め
た
期
間
・
免

除
期
間
等
の
受
給
資
格
期
間
を
満

た
す
こ
と
が
要
件
と
な
り、

障
害

年
金
の
場
合
は、

障
害
の
程
度
に

よ
り
支
給
さ
れ
ま
す。

こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
は
皆
さ

ん
の
生
活
を
経
済
的
に
支
え
て
く

れ
ま
す。

12おしらせ・

ご
存
じ
で
す
か
？

免
除
制
度

７
月
は
追
納
勧
奨
の

強
化
月
間

国
民
年
金
相
談

国
民
年
金
標
語
募
集

青
森
社
会
保
険
事
務
局
で
は、

県
民
の
皆
様
に
国
民
年
金
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
国
民

年
金
標
語
を
募
集
し
ま
す。

入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
を

進
呈
し、

作
品
は
各
種
広
報
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す。

○
応
募
資
格

県
内
在
住
の
方

○
作
品
の
規
定

「

国
民
年
金」

の
字
句
を
必
ず

入
れ
て
く
だ
さ
い。

ま
た、

自
作

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す。

○
応
募
方
法

は
が
き
に
①
標
語
作
品
②
住
所

③
氏
名(

ふ
り
が
な)

④
年
齢
⑤
職

業
⑥
電
話
番
号
｜
を
明
記
の
こ
と。

○
宛
先

〒
０
３
０
｜
８
５
５
６

青
森
市
本
町
１
｜
３
｜
９

青
森
社
会
保
険
事
務
局

「
国
民
年
金
標
語
応
募
係」

○
応
募
締
切

８
月
16
日(

月)

な
お、

一
枚
に
何
作
品
応
募
さ

れ
て
も
結
構
で
す
の
で、

皆
様
か

ら
の
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す。

青
森
社
会
保
険
事
務
所
で
は、

国
民
年
金
に
関
す
る
質
問
な
ど
を

お
受
け
す
る
国
民
年
金
相
談
を
次

の
日
程
で
実
施
し
ま
す。

○
日
程

平
成
16
年
６
月
18
日(

金)

西
地
区

７
月
16
日(

金)

東
地
区

９
月
17
日(

金)

小
湊
地
区

10
月
15
日(

金)

西
地
区

11
月
19
日(

金)

東
地
区

12
月
17
日(

金)

小
湊
地
区

平
成
17
年
１
月
21
日(

金)

西
地
区

２
月
18
日(

金)

東
地
区

３
月
18
日(

金)

小
湊
地
区

○
時
間

午
前
10
時～

午
後
３
時

○
場
所

勤
労
青
少
年
ホー

ム
視
聴
覚
室

ま
た、

こ
れ
ら
各
種
国
民
年
金

制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は、

青
森
社
会
保
険
事
務
所(

5
７
３

４
｜
７
４
９
５)

、

ま
た
は
役
場

町
民
課
年
金
係(

5
７
５
５
｜
２

１
１
１
内
線
１
２
０)

ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い。



13 Ｈ16・６月号「第540号」・おしらせ

危 険 物　　ゆ る む 心 の　　帯 し め て

※
私
た
ち
の
身
近
な
も
の
に
は

い
ろ
い
ろ
な
危
険
物
が
存
在
し
ま

す。

そ
の
中
で
も
一
番
使
用
頻
度

の
高
い
危
険
物
と
い
え
ば「

ガ
ソ

リ
ン」

「

灯
油」

「

軽
油」

「

て
ん

ぷ
ら
油」

等
が
あ
り
ま
す。

こ
れ

ら
は、

取
り
扱
い
を
誤
る
と
大
変

危
険
な
状
態
に
な
り
ま
す。

使
用
し
て
い
る
容
器
は
損
傷
し

て
い
ま
せ
ん
か
？
容
器
が
倒
れ
て

危
険
物
が
漏
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

火
の
近
く
で
危
険
物
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

ぜ
ひ、

こ
の
期
間
中
に
身
の
回

り
の
危
険
物
を
点
検
し
て
み
ま
し

ょ
う。

○
目
的

今
日、

石
油
類
を
は
じ
め
と
す

る
危
険
物
は、

事
業
所
等
に
お
い

て
幅
広
く
利
用
さ
れ、

ま
た
日
常

生
活
に
深
く
浸
透
し、

そ
の
安
全

確
保
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
増
大

し
て
い
ま
す。

こ
の
た
め、

事
業
所
に
お
け
る

自
主
保
安
体
制
の
確
立
を
呼
び
掛

け
る
と
と
も
に、

広
く
地
域
住
民

の
危
険
物
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

と
啓
発
を
図
る。

○
期
間

６
月
６
日(

日)
～

12
日(

土)

◇
危
険
物
と
は

消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
次

の
物
品
を
い
い
ま
す。

①
火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い
物

②
火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い
物

③
消
火
の
困
難
性
の
高
い
物

６
月
１
日～

10
日
ま
で
は「

電

波
利
用
保
護
旬
間」

で
す。

目
に
見
え
な
く
て
も、

不
法
電

波
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
社
会
の

迷
惑
で
す。

電
波
は
み
ん
な
の
財
産
で
す。

「

不
法
無
線
局」

を
な
く
し、

正

し
く
電
波
を
使
い
ま
し
ょ
う。

電
波
の
混
信
・
妨
害
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は

〒
９
８
０
｜
８
７
９
５

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
｜
２
｜
23

ま
す。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い。

○
開
催
日

６
月
５
日(

土)

○
時
間

午
前
10
時～

午
後
４
時

○
会
場

ぱ
る
る
プ
ラ
ザ
青
森

○
内
容

土
地
建
物
の
登
記、

相

談、

国
際
結
婚、

家
賃
等
の
供
託、

遺
言、

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル、

お

年
寄
り
や
子
供
の
い
じ
め
等

○
相
談
応
対
者

法
務
局
職
員、

公
証
人、

司
法
書
士、

土
地
家
屋

調
査
士

☆
お
問
い
合
わ
せ
先

青
森
地
方
法
務
局
総
務
課

5
７
７
６
｜
６
２
３
１

税

務

課

よ

り

県
税
事
務
所
よ
り

法

務

局

よ

り

北
部
上
北
広
域
事
務

組
合
消
防
本
部
よ
り

平
成
16
年
度
の

町
税
等
の
納
期
限
は

ご
存
じ
で
す
か
？

平
成
16
年
度

危
険
物
安
全
週
間

の
実
施
に
つ
い
て

「

法
務
局
な
ん
で
も

相
談
所」

開
設

総

務

省

よ

り

電
波
利
用
保
護
旬
間

の
お
知
ら
せ

青
森
地
方
法
務
局
で
は、

法
務

局
が
所
掌
す
る
登
記、

戸
籍
・
国

籍、

供
託、

人
権
等
に
関
す
る
特

設
の
無
料
法
律
相
談
所
を
開
設
し

納
期
限
が
過
ぎ
る
と、

督
促
が

行
わ
れ
ま
す。

督
促
手
数
料、

延

滞
金
な
ど
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で、

速
や
か
に
納
め
ま

し
ょ
う。

☆
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
税
務
課
　
納
税
係

5
７
５
５
｜
２
１
１
１

内
線
２
４
６
・
２
４
８

自
動
車
税
の

納
期
限
は
６
月
30
日

県
で
は、
６
月
上
旬
に
平
成
16

年
度
の
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を

お
送
り
し
て
い
ま
す。
開
封
後
は、

切
り
離
し
た
り
折
り
曲
げ
た
り
せ

ず
に、

お
近
く
の
金
融
機
関
や
郵

便
局
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い。

ま
た、

便
利
で
安
全
・
確
実
な

口
座
振
替
も
ご
利
用
で
き
ま
す
の

で、

最
寄
り
の
取
扱
金
融
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い。

納
税

通
知
書
に
は、

車
検
の
際
に
必
要

と
な
る
納
税
証
明
書
が
付
い
て
お

り
ま
す
の
で、

納
税
し
た
後
は
車

検
証
と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い。

◆
自
動
車
税
は、

運
輸
支
局
の
登

録
に
基
づ
い
て
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す。

自
動

車
を
廃
車
に
し
た
り、

他
人
に
譲

渡
し
た
場
合
や
住
所
の
変
更
が
あ

っ
た
場
合
等
は、

登
録
を
正
し
く

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す。

☆
お
問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
税
事
務
所

5
７
２
２
｜
１
１
１
１(

代
表)

内
線
６
６
１
６～

６
６
１
８

5
７
７
７
｜
０
９
６
９(

直
通)

総
務
省

東
北
総
合
通
信
局
　
監
視
課

5
０
２
２
｜
２
２
１
｜
０
６
４
１

URL

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
t
b
.
g
o
.
j
p
/

k
a
n
s
h
i
/
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４
月
26
日(

月)
、

平
内
町
土
木

協
同
組
合
の
皆
さ
ん
に
よ
る
清
掃

奉
仕
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た。

各
業
者
か
ら
約
55
名
が
参
加
し、

夏
泊
公
園
線(

ほ
た
て
ラ
イ
ン)

を

中
心
に、

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
が
山

盛
り
に
な
る
ほ
ど
の
道
路
脇
や
海

岸
に
打
ち
寄
せ
た
ゴ
ミ
を
拾
っ
て

く
れ
ま
し
た。

こ
の
中
で、
茂
浦～

浦
田
間
の

道
路
を
担
当
し
た
三
津
谷
孝
行
さ

ん(

25)

は「

こ
の
美
し
い
景
色
の

た
め
に、

絶
対
に
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨

て
を
し
な
い
で
欲
し
い」

と
訴
え

て
い
ま
し
た。

平
成
16
年
４
月
22
日(

木)
、

勤

労
青
少
年
ホー

ム
に
お
い
て、

佐
々
木
重
雄
さ
ん(

１
内
童
子)

の

交
通
栄
誉
章「

緑
十
字
金
章」

受

章
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た。

佐
々
木
さ
ん
は、

昭
和
40
年
代

か
ら
長
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
運

動
に
携
わ
り、

そ
の
間
数
々
の
要

職
を
歴
任
さ
れ、

昭
和
55
年
か
ら

は
平
内
地
区
交
通
安
全
協
会
長
と

し
て、

地
域
に
お
け
る
交
通
事
故

防
止
活
動
の
先
頭
に
立
っ
て
尽
力

さ
れ、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て、

平
内
町
で
は
初
め
て
の、

し
か
も、

県
下
で
も
数
少
な
い、

交
通
栄
誉

賞「

緑
十
字
金
章」

を
受
章
さ
れ

ま
し
た。

祝
賀
会
に
先
立
っ
て、

去
る
１

学
校
法
人
大
和
山
学
園
で
は
去

る
４
月
10
日(

土)
、
『

生
活
学
苑

大
和
山
松
風
塾
創
立
50
周
年
・
学

校
法
人
大
和
山
学
園
松
風
塾
高
等

学
校
開
校
30
周
年
記
念
式
典』

が

行
わ
れ、

関
係
者
約
７
０
０
名
が

出
席
し
ま
し
た。

式
典
で
は、

三
村
申
吾
青
森
県

知
事
か
ら「

創
立
者
の
建
学
の
精

神
を
以
て
時
代
を
切
り
開
い
て
い

く
人
材
育
成
に、

更
な
る
尽
力
を

期
待
し
ま
す」

と
祝
辞
が、

ま
た、

在
校
生
の
福
士
真
理
さ
ん(

３
年)

か
ら「

先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継
が

れ
た
伝
統
を、

し
っ
か
り
と
後
輩

た
ち
に
伝
え
て
い
き
ま
す」

と
生

徒
代
表
よ
ろ
こ
び
の
こ
と
ば
｜
が

あ
り
ま
し
た。

月
16
日
に
は、

東
京
都
の
日
比
谷

公
会
堂
に
お
い
て「

第
44
回
交
通

安
全
国
民
運
動
中
央
大
会」

が
挙

行
さ
れ、

佐
々
木
さ
ん
も
出
席
さ

れ
ま
し
た。

こ
の
大
会
で
は
常
陸
宮
・
同
妃

両
殿
下、

内
閣
総
理
大
臣、

衆
議

院
議
長、

参
議
院
内
閣
委
員
長
並

び
に
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
か

ら
ご
挨
拶
が
あ
り、

多
数
の
来
賓

の
ご
臨
席
を
得
て
の
表
彰
・
受
賞

式
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た。

佐
々
木
さ
ん
は
今
回
の
受
章
に

あ
た
っ
て「

今
後
と
も
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し、

交
通
安
全

協
会
は
勿
論、

各
関
係
団
体
及
び

行
政
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し、

こ
の
受
章
を
契
機
と
し
て
更
な
る

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
尽
力
し
ま
す」

と
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た。

４
月
24
日(

土)
、

町
の
環
境
美

化
運
動
の
一
環
と
し
て
こ
れ
ま
で

毎
年
続
け
て
き
た
清
掃
奉
仕
活
動

が、

今
年
度
も
町
と
町
の
職
員
組

合
が
一
緒
に
な
っ
て
夏
泊
公
園
線

を
中
心
に
行
わ
れ、

約
１
５
０
人

の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た。

こ
の
日
も、

海
岸
線
に
打
ち
寄

せ
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
や、

道
路
周

辺
に
散
ら
ば
る
ゴ
ミ
を
袋
い
っ
ぱ

い
に
詰
め
込
み、

ト
ラ
ッ
ク
３
台

が
そ
れ
ぞ
れ
４～

５
往
復
す
る
程。

相
変
わ
ら
ず
ど
こ
か
ら
か
流
さ

れ
て
く
る
ゴ
ミ
の
多
さ
に
は
頭
が

痛
い
と
こ
ろ
で
す。

各
地
で
盛
ん
に
清
掃
活
動

▲目を覆いたくなるような漂着ゴミの量

▲会場が一つになった松風塾々歌の大合唱

▲祝賀会での佐々木氏のあいさつ

▲見えなそうな場所ほど、ゴミはいっぱい…

町
職
員
が

ク
リー
ン
ア
ッ

プ
作
戦

土
木
協
同
組
合
が

力
を
合
わ
せ
て

交
通
栄
誉
章

「

緑
十
字
金
章」

受
章

松
風
塾
高
校
で

開
校
30
周
年
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６月30日(水)は自動車税と県・町民税(第１期)の納期限ですのでお忘れなく!!

人口と世帯数

男 … 7,060人(＋15人)

女 … 7,557人(＋ 2人)

計 … 14,617人(＋17人)

世帯数…5,243世帯（＋38）

平成16年４月末現在

( )は、前月との比較

赤
ち
ゃ

ん
名
　

(

親)

住
所
地

船
　
橋
　
花か

乃の

(

洋
介)

山
　
　
口

笹
　
谷
　
　
　
和

ほ
の
か

(

恒

)

東
　
　
和

加
　
藤
　
菜な

未み

(

達
男)

第
２
藤
沢

田
　
中
　
湧ゆ

う

真ま

(

豊
和)

野
辺
地
町

逢
　
坂
　
結ゆ

い

音ね

(

友
範)

青

森

市

森
　
　
　
桜お

う

大た

(

勝
久)

宮

城

県

船
　
橋
　
滉こ

う

太た

(

幸
弘)

第
１
平
中

蠣
　
崎
　
泰や

す

正ま
さ

(

敬
三)

青

森

市

４月受付分

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

(

本
籍
地)

船
　
橋
　
慎
　
吾

第
２
小
林

久
保
田
　
絢
　
子

長

野

県

工
　
藤
　
照
　
義

赤

坂

台

岩
　
渕
　
良
　
子

青

森

市

三
津
谷
　
祐
　
之

緑
　
　
町

小
　
松
　
美
香
子

八

戸

市

長
　
尾
　
光
　
国

藤
　
　
沢

工
　
藤
　
　
　
恵

青

森

市

須
　
藤
　
昭
　
一

茂
　
　
浦

鈴
　
木
　
可
奈
枝

浜
　
　
子

(((((
蝦
　
名
　
ハ
チ
ヱ(

90)

隆
　
一

中
　
　
野

戸
　
田
　
　
　
士(

69)

星
　
樹

折
　
　
戸

後
　
藤
　
ツ
ル
ノ(

72)

光
　
範

浦
　
　
田

須
　
藤
　
　
　
一(

79)

ト
ス
エ

山
　
　
口

大
　
水
　
フ
ジ
ヱ(

75)

誠
　
一

山
　
　
口

佐
々
木
　
チ
　
ヤ(

92)

務
　

東
　
　
滝

豊
　
島
　
テ
ル
ヱ(

65)

護
　

稲
　
　
生

遠
　
嶋
　
き
　
よ(

78)

彦
　
明

東

沼

館

能
登
谷
　
彦
　
市(

75)

一
　
彦

西

沼

館

木
　
村
　
　
　
誠(

65)

竜
　
子

小

豆

沢

佐
　
藤
　
　
　
幸(

82)

藤
　
雄

上
東
田
沢

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

(

住
所
地)

戸
籍
の
窓
口
へ
の
掲
載
は、

役
場
に
届
け
出
さ
れ
た
時
に、

本
人
か

ら
確
認
で
き
た
も
の
だ
け
掲
載
し
て
お
り
ま
す。

な
お、

他
市
町
村
に
届
け
出
し、

「

広
報
ひ
ら
な
い」

に
掲
載
し
た
い

方
は、

直
接、

役
場
町
民
課
住
民
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い。

5
７
５
５
│
２
１
１
１(

内
線
１
２
３)

カ
タ
ク
リ
や
昔
ど
お
り
に
暮
ら
す
母

須
　
藤
　
千
和
子

囀
さ
え
ず
り
の
空
に
や
さ
し
き
日
の
光
り

能
登
谷
　
洋
　
子

春
霞
胸
の
鼓
動
を
包
み
お
り

佐
々
木
　
定
　
男

千
六
本
ト
ン
ト
ン
ト
ン
と
山
桜

岡
　
本
　
み
ど
り

片
栗
の
花
夜
越
野
へ
羽
搏
け
り

浜
　
田
　
き
　
み

す
ぐ
其
処
と
い
う
道
遠
し
山
桜

秋
　
山
　
実
　
希

靜
寂
の
山
懐
に
舫も

や

う
春

竹
　
内
　
龍
　
一

芍
薬
の
茜
さ
し
た
る
芽
出
し
か
な

福
　
田
　
博
　
子

山
桜
パ
ス
テ
ル
山
の
主
役
か
な

八
　
桁
　
し
づ
ゑ

山
桜
村
一
望
の
水
動
く

船
　
橋
　
久
　
枝

人
の
世
は
土
筆

つ
く
し

の
味
よ
ほ
ろ
苦
き

佐
　
藤
　
む
つ
子

花
の
下
家
族
団
欒
亡つ

夫ま

想
う

渡
　
辺
　
春
　
代

み
た
ま
舎や

に
春
菜
の
香
り
供
い
け
り

佐
々
木
　
初
　
江

國
思
う
学
徒
の
さ
け
び
櫻
散
る

青
　
木
　
禮
　
子

新
聞
を
胸
に
居
眠
る
春
の
風

佐
々
木
　
う
　
め

春
愁
や
浅
き
ね
む
り
を
繰
り
返
す

能
登
谷
　
瑩
　
子

春
の
昼
船
だ
ま
り
増ふ

ゆ
夏
泊

蝦
　
名
　
き
み
ゑ

春
う
ら
ら
身
に
会
う
事
を
一
つ
づ
つ

瓜
　
田
　
　
　
愛

晩
年
や
家
中
芽
吹
く
風
入
れ
て

平
　
沢
　
白
　
鳥

子
供
泣
く
心
理
が
わ
か
る
治ち

療
り
ょ

う

台だ
い

須
　
藤
　
梨
　
世

今
日
よ
り
も
素
敵
な
明
日
を
信
じ
寝
る

神
　
　
　
久
　
女

ひ
ま
が
な
い
な
ど
と
パ
チ
ン
コ
だ
け
は
す
る

荒
　
田
　
つ
　
る

う
そ
っ

ぽ
い
温
度
を
感か

ん

知ち

し
て
し
ま
う

沼
　
山
　
久
　
乃

エ
ン
ジ
ン
を
全
開
に
し
て
待
つ
チ
ャ

ン
ス

つ
じ
む
ら
り
ゅ
う
こ

ハ
ロー

ワー

ク
で
会
っ

て
パ
チ
ン
コ
で
も
会
っ

て

竹
　
内
　
京
　
子

検
診
の
結
果
聞
く
ま
で
あ
る
不
安

佐
　
賀
　
繁
　
子

さ
り
げ
な
く
間ま

を
と
る
余よ

裕ゆ
う

ご
挨
拶

後
　
藤
　
た
だ
し

大
の
字
に
寝
れ
ば
大
空
へ
そ
を
押
す

海
音
寺
　
東
山
坊

顔
触ぶ

れ
が
ま
た
ま
た
同
じ
福
祉
バ
ス

荒
　
谷
　
想
　
伸

猫
柳
や
ま
せ
振
り
切
りつ

ぼ
み
揺
れ

本
　
堂
　
は
じ
め

出
会
う
人
私
に
と
っ

て
み
な
師
な
り

後
　
藤
　
日
出
雄

子
も
国
も
頼
り
に
せ
ぬ
と
決
め
て
生
き

今
　
田
　
俊
　
亭

文　　芸

平
内
花
椿
会

平
内
俳
句
会

川
柳
ひ
ら
な
い
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５
月
３
日(

月)
、

夜
越
山
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リー

コー

ス
で
第
14
回

夜
越
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リー

大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た。

こ
の
日
は、

時
折
雨
が
落
ち
て
く
る
な
ど、

ぐ

ず
つ
い
た
天
気
で
し
た
が、

町
内

外
か
ら
約
４
５
０
人
が
参
加
し、

起
伏
の
激
し
い
コー

ス
を
歯
を
食

い
し
ば
っ
て
走
り
ま
し
た。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す。

◆
小
学
生
１
年
男
子
１
㎞

①
小
笠
原
慶(

小
川
原
小)

②
北

村
海(

千
曳
小)

③
小
笠
原
昂
亮

(

む
つ
陸
上
ク
ラ
ブ)

◆
同
女
子
１
㎞

①
対
馬
美
里(

幸
畑
小)

②
佐
藤

あ
ゆ
み(

東
栄
小)

③
神
実
季
保

(

鳴
沢
小)

◆
小
学
生
２
年
男
子
１
㎞

①
吹
越
清
優(

甲
地
小)

②
船
橋

祥
太
郎(

平
内
東
小)

③
有
賀
靖
穂

(

東
栄
小)

◆
同
女
子
１
㎞

①
松
舘
香
奈(

野
辺
地
小)

②

佐
々
木
万
智
子(
小
湊
小)

③
折
舘

双
葉(

む
つ
陸
上
ク
ラ
ブ)

◆
小
学
生
３
年
男
子
１
㎞

①
佐
々
木
駿(

む
つ
陸
上
ク
ラ

ブ)

②
小
笠
原
慧
汰(

む
つ
陸
上
ク

ラ
ブ)

③
洞
内
晃
喜(

水
喰
小)

◆
同
女
子
１
㎞

①
髙
山
千
晶(

城
南
小)

②
久
保

田
美
沙
季(

水
喰
ス
ポ
少)

③
成
田

知
奈
美(

む
つ
陸
上
ク
ラ
ブ)

◆
小
学
生
４
年
男
子
２
㎞

①
八
木
沢
昂(

金
浜
小)

②
甲
地

博
人(

甲
地
陸
上
ス
ポ
少)

③
蝦
名

慶
太(

金
浜
小)

◆
同
女
子
２
㎞

①
前
田
愛(

長
峰
小)

②
浜
田
知

恵(

甲
地
陸
上
ス
ポ
少)

③
佐
々
木

美
樹(

浅
所
小)

◆
小
学
生
５
年
男
子
２
㎞

①
清
水
目
亮(

ち
び
き
ク
ロ
カ

ン
部)

②
倉
本
迅(

小
湊
小)

③
哥

雅
也(

む
つ
陸
上
ク
ラ
ブ)

◆
同
女
子
２
㎞

①
木
村
華(

野
辺
地
小)

②
木
村

有
希(

高
田
小)

③
林
下
未
稀(

む

つ
陸
上
ク
ラ
ブ)

◆
小
学
生
６
年
男
子
２
㎞

①
江
刺
家
悠
大(

蛯
沢
小)

②
高

野
拓
也(

野
辺
地
小)

③
山
中
洸
司

(

蛯
沢
小)

◆
同
女
子
２
㎞

①
今
雪
音(

天
間
西
小)

②
松
舘

由
樹(

野
辺
地
小)

③
町
屋
め
ぐ
み

(

天
間
西
小)

◆
中
学
生
男
子
５
㎞

①
田
村
優
典(

野
辺
地
中)

②
田

村
優
宝(

野
辺
地
中)

③
佐
々
木
淳

也(

六
郷
中)

◆
中
学
生
女
子
３
㎞

①
木
立
野
登
香(

六
郷
中)

②
銭

谷
晴
香(

浅
虫
中)

③
飯
田
哲
子

(

小
湊
中)

◆
高
校
・
一
般
29
才
以
下
男
子
５
㎞

①
船
橋
隆
尚(

青
森
北
高)

②
辻

村
大
③
長
内
彰

◆
高
校
・
一
般
29
才
以
下
女
子
３
㎞

①
竹
達
由
香
利(

平
内
町
教
委)

②
吉
田
綾
乃(

青
森
商
業
高)

◆
一
般
30～

49
才
以
下
男
子
５
㎞

①
原
子
明
②
山
口
智
博
③
甲
地

尚
彦(

東
北
町
陸
協)

◆
一
般
30～

49
才
以
下
女
子
３
㎞

①
佐
々
木
和
子(

手
芸
ク
ラ
ブ)

②
山
口
幸
③
長
谷
川
則
子(

浪
岡

走
友
会)

◆
一
般
50
才
以
上
男
子
３
㎞

①
福
井
辰
實
②
澤
居
勝
義(

東

北
町
陸
協)

③
澤
田
秀
治(

青
森
平

和
公
園
ラ
ン
ナー

ズ)

◆
一
般
50
才
以
上
女
子
３
㎞

①
山
崎
絹
子
②
荒
谷
智
以
子

▲ゴール前の熱い応援。最後の力を振り絞れ!!

第
14
回

夜
越
山

ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リー

大
会

夜越山の大自然を駆け抜けろ!!


